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②畑仕事補助教材 服装及び畑ごとの情報 
③離島キッチンチラシ 
④離島キッチンワークショップでの考案プラン案 
⑤中間報告・最終報告プレゼン資料 
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あ わ し ま

お じ い ち ゃ ん ・ お ば あ ち ゃ ん と の

出 会 い と 島 の お 手 伝 い

粟 島 浦 村 は 人 口 ３ ５ ０ 人 余 り 、 日 本 海 に 浮 か ぶ 周 囲 20 ㎞ ほ ど の 離 島 の

村 で す 。 本 土 側 か ら は 新 潟 県 最 北 端 の 市 で あ る 村 上 市 よ り 汽 船 で １ 時

間 半 ほ ど の 位 置 に あ り 、 澄 ん だ 海 と 豊 富 な 海 産 資 源 、 そ し て か つ て は 野

生 馬 を 育 ん だ 里 山 の 恵 み が 魅 力 で す 。 西 海 岸 は 日 本 海 の 荒 波 に 洗 わ れ

た 岩 礁 地 帯 と な っ て お り 、 ま さ に 絶 景 と 呼 ぶ に ふ さ わ し い 風 光 明 媚 な 景

観 が 広 が っ て い ま す 。

粟 島 の 美 し い 海 は 、 里 山 や 畑 で ろ 過 さ れ た ミ ネ ラ ル 豊 か な 島 の 沢 水 に

よ っ て 育 ま れ て い ま す 。 ま さ に 粟 島 の お じ い ち ゃ ん 、 お ば あ ち ゃ ん た ち は 、

長 年 に わ た っ て 里 山 の 手 入 れ を 行 い 畑 を 耕 す こ と で 、 こ の 美 し い 海 を 耕

し て き た と い え ま す 。

こ の ツ ア ー は 、 島 外 か ら の 来 訪 者 と 島 の 人 た ち が と も に 、 里 山 、 畑 、 共

同 作 業 、 各 種 手 仕 事 ・ 伝 統 行 事 へ の 参 加 な ど 島 伝 統 の 暮 ら し の お 手 伝 い

に 取 組 む こ と を 通 じ て 、 人 と 自 然 を 元 気 に し て い く プ ロ グ ラ ム で す 。

粟 島 と は

お 手 伝 い プ ロ グ ラ ム の 概 要

モ
デ
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例

＜
1日

目
＞

＜
2日

目
＞

持
ち
物

･服
装
等

野
外
活
動
に
適
し
た
服
装
（
長
袖
長
ズ
ボ
ン
）
、
エ
プ
ロ
ン
（
郷
土
料
理
教
室
）

帽
子
・
手
ぬ
ぐ
い
・
入
浴
道
具
等

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

離
島
と
都
市
を
結
ぶ
地
域
づ
く
り
学
習
研
究
会

（
大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
・
出
川
）
ま
で
。

te
l

03
-5

39
4-

30
48

fa
x 

   
03

-5
39

4-
30

55
m

ai
l  

s_
de

ga
w

a@
m

ai
l.t

ai
s.

ac
.jp

デ
ザ
イ
ン
・
構
成

佐
原
多
恵
・
土
方
優
紀
・内

田
歩
実
・
出
川
真
也

調
査
・
取
材

角
田
祐
基
・
高
橋
咲
紀
・
眞
野
聡
美
・
阿
部
雄
太
・
阿
部
ゆ
り
・花

岡
史
悠

昼
粟
島
港
到
着

昼
食
と
レ
ク
チ
ャ
ー

午 後
プ
ロ
グ
ラ
ム

1
里
山
、
畑
、
共
同
作
業
か
ら
季
節
に
応
じ

て
選
択

※
雨
天
時
は
テ
ゴ
編
み
作
り

夕
プ
ロ
グ
ラ
ム
２

郷
土
料
理
教
室
・
会
食

午 前
プ
ロ
グ
ラ
ム
３

里
山
、
畑
、
共
同
作
業
か
ら
季
節
に
応
じ

て
選
択

※
雨
天
時
は
テ
ゴ
編
み
作
り

乙
姫
の
湯
（
温
泉
）
入
浴

昼
昼
食
・
出
発
準
備

午 後
粟
島
港
出
港

本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

平
成

27
年

度
新

潟
県

大
学

生
の

力
を
活

か
し
た
集

落
活
性

化
事
業

に
よ
り
作
成

さ
れ
ま
し
た
。
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⑦
秋

：
里
山
再
生
の

お
手
伝
い

9～
11

月
竹
、
杉
、
雑
木
林
の
手
入
れ
を
お
手
伝
い
。
竹
の
伐
採
、

杉
・
雑
木
林
で
の
薪
取
り
を
し
た
後
、
竹
灯
籠
や
お
も
ち
ゃ
、

ス
ト
ー
ブ
・
ボ
イ
ラ
ー
用
の
薪
を
作
り
ま
す
。
作
っ
た
竹
の

お
も
ち
ゃ
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑤
秋

：
畑
仕
事
の
お
手
伝
い

10
～

11
月

大
根
・
か
ぶ
・
大
豆
な
ど
の
収
穫
と
、
に
ん
に
く
・
菜
っ

葉
の
種
入
れ
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
植
え
付
け
を
お
手
伝
い
。

来
春
に
向
け
て
作
物
を
植
え
付
け
た
り
、
島
の
冬
の
畑

に
つ
い
て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
冬
な
ら

で
は
の
郷
土
料
理
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

⑧
冬

：
テ
ゴ
編

み
の

お
手
伝
い

12
～

2月
紐

、
カ
ツ
ラ
な
ど
の

植
物

で
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
バ
ッ
グ
の
よ
う
な

万
能

物
入

れ
を
編

ん
で
作

る
お
手
伝
い
。
島
の
お
母
さ
ん
た

ち
に
よ
く
使

わ
れ

て
い
る
テ
ゴ
は
、
山
菜
採
り
や
海
藻
採
り

に
も
役

に
立

ち
、
カ
バ

ン
の
よ
う
に
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
雨

天
時

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
り
ま
す
。

⑥
秋

：
磯
道
普
請
の
お
手
伝
い

11
月

冬
の
岩
海
苔
つ
み
の
た
め
の
道
づ
く
り
の
お
手
伝

い
。
海
の
裏
手
の
山
に
ク
ワ
な
ど
を
使
っ
て
通
り
道
を

作
り
、
冬
で
も
海
に
お
り
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

磯
道
を
使
っ
て
収
穫
で
き
る
岩
海
苔
・
そ
の
他
海
産

物
を
楽
し
め
ま
す
。

②
春

：
ワ
カ
メ
採

り
・
浜
清
掃
・山

道
作
り

3～
4月

集
落

の
大
切

な
生

業
の

一
つ
ワ
カ
メ
採
り
。
集
落
共
同
で
ワ
カ

メ
の
収

穫
を
行

い
、
部

位
で
分
け
、
干
し
て
い
き
ま
す
。
作

業
後

の
交

流
会

で
い
た
だ
く
生

ワ
カ
メ
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
は
絶
品
で
す
。

ま
た
、
浜

清
掃

や
大

工
仕

事
が
必
要
な
山

道
づ
く
り
な
ど
、
島
の

暮
ら
し
に
欠

か
せ

な
い
作
業

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

③
春

：
山
菜

採
り
の

お
手
伝
い

3月
～

5月
里

山
を
歩

い
て
山

菜
の

収
穫
、
そ
し
て
塩
漬
け
・
瓶
詰
な

ど
の
加

工
の

お
手

伝
い
。
山
菜
は
月
に
よ
っ
て
採
れ
る
も

の
が

違
い
、
様

々
な
収

穫
物
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
作

っ
た
料

理
は

食
べ
た
り
、
お
持
ち
帰
り
し
た
り
で

き
ま
す
。

①
春

：
畑
仕

事
の
お
手
伝
い

3～
10

月
３
月

～
５
月
種

ま
き
・
６
月
～
１
０
月
収
穫

葉
物

類
の
収

穫
と
、
じ
ゃ
が

い
も
・え

ん
ど
う
・
玉
ね
ぎ
・金

時
豆

・
か

ぼ
ち
ゃ
・
さ
つ
ま
い
も
・
長
芋
な
ど
の
栽
培
の
お
手
伝
い
。

島
の

お
母

さ
ん
た
ち
と
一

緒
に
畑
仕
事
を
し
て
、
採
れ
た
食
材

を
使

っ
た
伝

統
料

理
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

島
外

者
も
お
手
伝
い
で
き
る
島

行
事

島
に
は

10
0近

い
年
中
行
事
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
島
外
の
方
も
一
緒
に
取
組
め
る
年
中
行
事
を

5つ
厳
選

。
お
手

伝
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
共
に
島
人
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

①
乗
り
初
め
漁
神
楽
（

1月
11

日
）

漁
師
の
祭
り

②
七
夕
（

8月
6日

）
舟
を
流
す

③
盆
踊
り
（

8月
13

･1
4日

）
楽
し
く
お
ど
る
。
事
前
練
習
参
加

者
は
太
鼓
･う

た
い
も
可
能

④
釜
谷
六
所
神
社
祭
礼
（

10
月

8日
）

竹
灯
籠
作
り

⑤
八
所
神
社
祭
礼
（

10
月

26
･2

7日
）

灯
篭
や
の
ぼ
り
を
立
て
た
り
、
神
輿
を
担
ぐ

④
春

・
秋
・
冬
：
郷
土

料
理
教
室

山
仕

事
や

畑
仕

事
の

後
は
、
そ
の
恵
み
を

料
理

に
。
収

穫
し
た
ば
か

り
の
山
菜
や
野
菜

を
、
粟

島
の
海

の
幸

と
合

わ
せ
て
い
た
だ
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
島

の
お
ば

ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら

郷
土

料
理

、
手

料
理

を
学

び
、
一

緒
に
試
食

を
し
ま
す
。

島
の

お
ば

あ
ち
ゃ
ん
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
手

伝
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
⑧
老
人
憩
い
の
家
・資

料
館
（
テ
ゴ
編
み
）

●
⑤
内
浦
の
畑

●
⑦
宮
口
の
里
山

（
竹
林
再
生
の
お
手
伝
い
）

●
⑤

釜
谷

の
畑

●
①
牧
平
の
畑

●
④

さ
っ
こ
い
交

流
館

（
郷

土
料

理
教

室
）●
⑥

磯
道

●
⑥
磯
道

●
③
山
菜
取
り
の
里
山

い
そ
み

ち
ぶ
し
ん

●
②

ワ
カ
メ
採

り
・
浜

清
掃

・
山
道
作
り
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2017/3/19

1

Aさん

ー手伝い内容ー
・とれた野菜を運ぶ
・果物の保護カバーつけ
・風で倒れた野菜を立て
・みんなで作業すると楽しい

 50歳でとった自動車免許で車を運転し、畑には毎日必ず行き
 野菜から果物まで幅広くやっている
 畑のすぐ近くにある、耕運機や鍬、鎌などよく使う道具を置いて

おり
 余ったトタンとロープを使って棚を作るなど手作り要素が満載

― 畑の様子 ―

ー道具ー
耕運機・鍬・鉈・鋏

― 作物 ―

Bさん

― 特技 ―
ジャガイモを上手に作ること

― お手伝い要素 ―
・除草作業
・ジャガイモの収穫

― 道具 ―
・鎌（大・小）

― 道具小屋 ―
よく使う道具は、畑の近くにあ
る道具小屋に置いてある。

― 作物 ―
・かぼちゃ
・オクラ
・じゃがいも
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2017/3/19

2

お手伝い要素
・シーツの張替え
・障子の張替え

Cさん

― 道具 ―
・障子を張る際の糊は、小麦粉と
水を煮詰めたものを使った。
・ナイフ（余った紙を切る）
・剃刀

― 道具小屋 ―
畑もやっていて、その道具のほ
とんどは畑の近くにある道具小
屋に置いてある。奥のタルには
自家製の漬物が。

雨天版

Dさん

― お手伝い要素 ―
・除草作業
・野菜の収穫

― 道具 ―
・鎌
・てごのかご
・かご

― 作物 ―
・かぼちゃ ・にんじん
・玉ねぎ ・ブロッコリー
・キャベツ
・だいこん
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2017/3/19

3

お手伝い要素

・椿の葉の落ち葉集め、腐葉土を畑の肥
料にしている。

・定期的に行いたいが、時間も人も足り
ない

左：落ち葉を集める人 右：落ち葉を拾う人

熊手、ほうき、ゴム手袋、スコップ、カマ、鍬、
足袋、籠

Eさん

倉庫内の写真

服装

• 麦わら帽子

• 手ぬぐい

• 山シャツ

• てご

• 前掛け

• ウデノ二

• ゴム手袋

• キャハン

• 長靴

6
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離島キッチンワークショップで考案したプログラム案 

 

※移動は東京から新幹線、新潟津川間は電車、津川から港まではタクシー、港から粟島まで

は、通常のフェリー利用を想定。 

 

プラン 1 

 

 

プラン２ 

1日目 

昼過ぎ粟島着 

↓ 

クルージング 

↓ 

釣りをしつつ 

夕焼け観賞 

↓ 

天体観測 

↓ 

就寝 

2日目 

二日目 

↓ 

畑＆竹林体験 

↓ 

郷土料理 

↓ 

昼頃粟島出発 

 

 

 

1日目 

昼過ぎ粟島着 

↓ 

自転車で 

宿まで移動 

↓ 

釣り 

↓ 

クルージング 

↓ 

天体観測 

↓ 

就寝 

２日目 

畑お手伝い 

↓ 

郷土料理体験 

↓ 

昼頃粟島出発 
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プラン３ 

１日目 

昼過ぎ粟島着 

↓ 

サイクリング 

↓ 

釣り 

↓ 

クルージングをしつつ、夕焼け観賞 

↓ 

天体観測 

↓ 

就寝 

２日目 

山手伝い 

↓ 

海遊び 

↓ 

温泉 

↓ 

就寝 

 

3日目朝 粟島出発 
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2017/3/19

1

(中間報告）

粟島しおかぜ地域共生プログラムの実践研究
‐高齢者のお手伝いプログラムを軸とした観光・産品開発・首都圏連携活動の創出‐

1
大正大学 出川研究室

１ 集落の概要と課題
 粟島浦村内浦集落・釜谷集落は、人口３５０
人余り、日本海に浮かぶ周囲２０kmほどの
離島。

 人手不足により環境の劣化や生業の低迷
が危惧。

 島外に暮らす地元出身者や島暮らしに興
味をもつ若者等協力した地域おこしによる
地域経済の活性化。

2
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2017/3/19

2

２ 調査研究の目的
 「あわしま おじいちゃん・おばあちゃんとの出会いとお手伝い」

（※参考資料参照、以下「お手伝いプログラム」）を試行実施し、プログラムの課
題抽出・修正を行う。

→観光・産品開発・首都圏連携活動の創出へとつながる事業化

3

３ 調査研究の概要
 「お手伝いプログラム」を島民と島外者が効果的に協働・実践できるように修
正を行い、ネットワーク型の運営体制づくりを事業化に向けたプロセス構築を
行う。

4
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2017/3/19

3

４ 調査研究計画

７月上旬：粟島 お手伝
いプログラム試行実施

９月上旬：粟島 お手伝
いプログラム試行実施

１０月上旬：粟島 お手伝
いプログラム試行実施

１１月上旬：首都圏 豊島区生涯
学習施設や大正大学鴨台祭で

のPR活動

１１月下旬：首都圏 離島物産展
アイランダー２０１６への協力・PR

活動

5

島民・島外者・子どもたちとで、粟島にはどんなものがあるのか、再発見する
ことで、地域に対する愛着や理解を深める。

6
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2017/3/19

4

島歩き

7

地元の方の話や写真をもとに地域情報をまと
めていく

8
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2017/3/19

5

気づいたことを発表

9

成果
 地元学を通して、この島の子どもたちの姿を垣間見ることができた。

 島歩きをすることで、この島にあるもの・その背景を再認識し、理解することが
できた。

 子どもたち向けのプログラムを構築するに当たって、新たな課題が浮上した。

10
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2017/3/19

6

粟島には多くの竹林が存在し、人口の減少や高齢化によって整備をしていく
ことが難しいという現状がある。よって、島外から「お手伝いプログラム」として
整備していくことができるのではと考え、試行実践を行った。

11

伐採

12
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2017/3/19
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運び出し

13

加工

14
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柏葉丑之祐さん・神丸正己さん

 粟島で伝統的な竹林整
備を知っている。

 今回整備したことにより、
来年以降は筍がとれる
かもしれないとおっしゃっ
ていた。

 粟島では竹を畑を守る
ために、竹垣を利用して
いるところがある。

15

伝統的な竹の伐採

16
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成果

 伝統的な竹の切り方を学ぶことができ、かつ、受け継いでいくことが可能であ
る技術であることがわかった。

 竹は竹垣やクラフトなど、様々な形で活用していくことができることを理解した。

 真夏以外の季節に運用可能であるプログラムであった。

17

粟島において、畑仕事はおばあちゃんの仕事である。おばあちゃんの畑は手
作業で行うものが多いという特徴がある。このことから、おばあちゃんの負担
を軽減するために、島外から手伝えることがあるのではないかと考え、試行
実践を行った。

18
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脇川イツさん
民宿：治郎作さん(内浦)

 実践した際、南瓜・ソーメン南
瓜・豆類・ネギ・サトイモ・オクラ
等を畑で育てていた。

 大変な作業として、じゃがいもの
収穫・除草・夏野菜の収穫を挙
げてもらった。

 頭の中に畑の年間スケジュール
が完璧に入っている。

19

服装

• 麦わら帽子

• 手ぬぐい

• 山シャツ

• てご

• 前掛け

• ウデノ二

• ゴム手袋

• キャハン

• 長靴

20
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畑の作業

21

渡辺佑香さん
民宿：渡佐さん(釜谷)

 畑もやっているが、今回は悪天候だっ
たため椿の木の落ち葉集めの手伝い
を行った。

 山にある腐葉土を集め、畑の肥料に
している。

 定期的に落ち葉を集めたいと考えて
はいるが、時間も人手も足りていない
という状況。

22
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落ち葉集め

23

本保マツコさん
民宿：権太郎さん(内浦)

 ５０歳で運転免許を取得し、毎
日欠かさず畑に行っている。

 果物から野菜まで幅広く育てて
おり、頭の中に畑の年間スケ
ジュールが完璧に入っている。

 お手伝い要素として、野菜運
び・果物の保護カバーつけ・風
で倒れた野菜を立てることを挙
げてもらった。

24
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畑の整備と種まき

25

料理も教わりました

26
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いただいたもの

27

28

お手伝いプログラムを具現化するためのおばあちゃんプロフィール作成（作業中の参考イメージ）
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29

成果

 おばあちゃんは、私たち以上にキビキビと動くことができるので、「お手伝いプ
ログラム」というよりは、「体験プログラム」と表現したほうが正しいと考えられる
場面が多く存在した。

 短期的ではなく、長期的に実行していく必要があるプログラムだと改めて実感
した。

30
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５ 全体のまとめ

 今回、「お手伝いプログラム」を試行してみたことで、そのまま実行可能なもの
と、もう少し深く掘り下げ、修正していく必要があるものがあった。

 島外から人を呼ぶだけでなく、地域の子ども達のためのプログラムについて考
えることも重要であることを認識した。

31

６ 今後の展開

 引き続きプログラムの修正や新たな「お手伝いプログラム」について模索して
いきたい。

 島外者だけでなく、地域の子どもたちのためにできるプログラムはないかと考
え、「離島人材育成構想」について考えていきたい。

32
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ご清聴ありがとうございました。

33
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最終報告

新潟県粟島浦村《AWASIMA》

・人口約370人
・全国で4番目に人
口が少ない
・毎年約2万人が
訪れる観光島

・環境の劣化や生
業の低迷が危惧
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調査研究の目的・概要

「あわしま おじいちゃんおばあちゃんとの出会いとお手伝い」
（参考資料参照。以下「お手伝いプログラム」）

を試行実施し、プログラムの課題抽出・修正を行う。

→観光・産品開発・首都圏連携活動の創出へとつながる事業
化を模索

試行実践１ おじいちゃんの竹林

伐採→運び出し→加工（クラフト）
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切り出した竹で島の皆さんと流しそうめんを楽しむ

試行実践２ おばあちゃんのはたけ

 ５０歳で運転免許を取得
 毎日畑に行く

 家では膝が痛いが畑に来る
と

治ってしまう体質

お手伝い要素として、野菜運
び・果物の保護カバーつけ・
台風被害防止
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芽が出るよろこび共に味わう

試行実践３ 郷土料理
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おいしいものをたくさんいただいた！

試行実践４ 首都圏でのPR活動
―離島キッチンでのワークショップー
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実施可能な「お手伝いプログラム」の構築

• 指導手引・説明教材
の取りまとめ

• 継続的な実施運営体
制の検討

明らかになったことと課題

• 高齢者の担う知恵や技術を生かした活動には、周りの学
習を促進する魅力がある。

• 一方で、島の子どもたちは島の自然･文化に対する関心が
必ずしも高いわけではなく、島の良さや島に根差した知
恵・習慣を知らない面がある。

• 今後、構想したプログラムを地域に根差して実質化してい
くためには、子ども達をはじめとした若手島民が、高齢者
が受け継いできた島の自然･文化の魅力と価値を再認識
できる具体的な取組みや環境づくりが必要。

※粟島浦村の政策においても「島民による粟島創生戦略」
（H28.3）において「島の子どもが先輩と遊び、学べる機会づく
り」を掲げている。
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• ①子どもたちが活用できる島の高齢者の知恵･技術の発掘調査

• ②「島の高齢者と子どもたちをつなぐ学習プログラム」の実践

今後の展開について－島内コミュニティと人材育成を応援するために－

③島内の若手組織を軸とする新たな多世代協働の
しくみ作りの検討・構築

62


	ｈ28粟島報告書（再版）
	資料編
	お手伝いパンフレットver4
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	離島キッチンワークショップで考案したプログラム案




